
解決に資するシーズ
（基礎）研究活動の
プールを保存・拡充

対象研究者選定

ライフイノベーション実現のための隘路と解決策

承認・販売（国内外）

ライフイノベーションに
「合致」する課題の選定

実用研究実施

対応企業選定

研究発想
資金
制度
受容・市場

関係セクター
と、得意領域

目的：医学生命

科学領域で、基
礎から応用に至
るまで研究活動・
産業化の興隆

「基礎」研究への
フィードバック

課題選定の妥当性評価?

資金額の妥当性評価??

解決すべき課題のプール
＝各種データベース構築
ビッグデータ活用の必要

倫理性の確認?

臨床治験制度の確認

社会・医療現場

解決すべき課題の抽
出 ＝疫学的研究の
充実化

市販後調査の必要：地
域医療の連携も通じ、
ビッグデータ活用の必要

医学・医療の対象を検
討する必要：とりわけ
終末期医療

「出口」志向の
ライフ
イノベーション

医療に間接する分野の巻き込み（例：食料、
biomimetics、医工学、人間工学、心理、生態…）

技術移転を専門とする
人材育成・機関設立？

資金は大学運営費・科研費・財団が支える（十分か：支援対象選出の指標？本当に
IF=認める人が既に大勢という意味=でよい?） 「新規視点の創出」も指標にすべきで
は：その場合育つまでの時間も必要 多様な研究費配分の仕組みを構築する必要

Program Officer (PO)とは?
この狭間で何を支援?明確化必要

PMDAの行う承認審査の基準作り：

特に新規製品に対する基準＝レ
ギュラトリーサイエンス興隆必要

「医療特区」の構築

国税では担い
きれない審査
独自性も発揮
しうる

優先順決定の指標は? 実用研究
であることを念頭に指標構築を

アクションプラン 市場調査

保険制度との整合性？

府省連携推進プ
ロ
グ
ラ
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バイオベンチャー支援

産官マッチングファンド

各種の、人材育成 （若手・女性の活用を含む）

産官学 財団

政策統括：社会学、法学、ガバナンス等 社会科学分野の必要

出口→基礎
のループも
いかに盛ん
にできるか

基礎研究強化のための制度改革

各種の新規取組を支える人材
育成のための人件費支援

解決すべき課
題のプール＝
各種バイオバ
ンク・データ
ベースの構築

シーズ開発は国策的にし企業を解放?

本図とりまとめ：狩野光伸（CSTPライフ
イノベーション戦略協議会構成員）


